
新型コロナウイルス感染症予防接種説明書 
 

接種を受ける前に                                 

 予防接種法に基づく高齢者等を対象とした新型コロナウイルス感染症予防接種は、接種

を受ける本人の自らの意思と責任で接種を希望する場合にのみ行います。接種を受ける本

人の意思確認が困難な場合は、家族等の協力により本人の希望を確認する必要があります。

接種を受ける前にこの説明書をよく読んでから本人の希望の上で接種を受けてください。

また、当日の健康状態によっては、接種を受けられない場合もありますので、接種前にご

自身の体調について医師と十分に相談してください。 

 

新型コロナウイルス感染症の症状について                      

新型コロナウイルス感染症の症状は発熱・咽頭痛・咳などが中心であり、感染経路は、

飛沫感染が中心となっています。また、高齢者の重症化率、致死率が高くなっています。

なお、既感染者であっても再感染する可能性があります。 

 

新型コロナウイルス感染症ワクチンの効果について                  

ワクチン接種により、発症予防や重症化（入院）予防の効果があることが国内外の複数

の報告で確認されています。いずれの年齢群においても、重症化（入院）予防効果の方が

発症予防効果より高いことが確認されています。 

 

新型コロナウイルス感染症ワクチンの副反応について                 

 接種後に接種部位の痛みや倦怠感、頭痛、発熱等、様々な症状が確認されています。し

かしながら、現時点で得られている情報からは、安全性に重大な懸念は認められてないと

判断されています。また、国内において重篤な副反応としてはアナフィラキシーが報告さ

れています。 

 接種後、ある程度の時間はその場で健康観察をすること、また、接種後数日の間に胸痛、

息切れ、ぐったりするなどの症状があった場合は医療機関の受診が必要です。 

 

接種に当たっての注意事項                             

 予防接種の実施においては、体調の良い日に行うことが原則です。 

健康状態が良好でない場合には、かかりつけ医などに相談の上、接種するか否かを決め

てください。 

なお、以下の状態の場合には予防接種を受けることができません。 

① 明らかに発熱（通常 37.5℃以上をいいます）がある場合 

② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな場合 

③ 受けるべき予防接種の接種液の成分によってアナフィラキシーを起こしたことがある

場合 

④ その他、医師が不適当な状態と判断した場合。 

 

 

 

 



接種後の注意事項                                 

① ワクチン接種後２４時間以内は健康状態の変化の出現に注意し、観察してください。特

に接種直後の３０分以内は急激な健康状態の変化に注意してください。 

② 接種部位を清潔に保ち、接種当日は過激な運動は控えてください。 

③ 体調の変化が見られた場合は速やかに医師の診察を受けてください。 

 

※接種後の運転や入浴は基本的には問題ありません。しかし、体調に不安がある場合は控

えましょう。なお、激しい運動や過度の飲酒は控えてください。 

 

ワクチンの種類                                  

定期接種では、以下のメーカーのワクチンを接種できます。 

医療機関によって接種できるワクチンが異なる場合があるため、詳細は接種を希望する

医療機関へお問い合わせください。 

なお、いずれのワクチンも有効性や安全性が確認された上で薬事承認されており、国内

外で実施された研究において、新型コロナウイルス感染症による入院などの重症化を予防

する効果が報告されています。 

mRNAワクチン 組換えタンパクワクチン 

・ファイザー社 ・モデルナ社 

・第一三共社 

・Meiji Seikaファルマ社 

・武田薬品工業社 

※mRNAワクチン 

・ウイルスのタンパク質をつくるもとになる遺伝情報の一部を注射します。体内で産生されるウイル

スのタンパク質に対する抗体などが体内で作られることにより、ウイルスに対する免疫ができます。 

※組換えタンパクワクチン 

・新型コロナウイルスの表面にあるスパイクタンパク質の遺伝子をもとに作られた組換えタンパク質

を有効成分とするワクチンです。接種後、ヒトの体内でスパイクタンパク質に対する免疫が誘導さ

れます。 

 

予防接種健康被害救済制度                             

 予防接種では、極めてまれではあるものの、健康被害（病気になったり、障害が残った

りすること）が起こることがあります。定期の予防接種によって、生活に支障が出るよう

な障害を残すなどの健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づく救済制度が設けられ

ています。体調の変化が見られた場合は速やかに医師の診察を受けてください。健康被害

救済制度の申請を検討される場合は町保健福祉課にお問い合わせください。 

 

【問合せ先】 

猪苗代町役場 保健福祉課 健康づくり係 

〒969-3123 猪苗代町字城南１００番地 

TEL 0242-62-2115 FAX 0242-62-2123 

 

 
【参考】Ｂ類疾病予防接種ガイドライン 2024年度版：公益財団法人予防接種リサーチセンター 

厚生労働省 HP 「新型コロナウイルス Q&A」                  


